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１．政策評価制度の目的

行政改革（質の向上）の達成

評価による課題の発見→改善
評価結果の公表→説明責任の充実

限られた行政資源の有効活用
住民参加の促進
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＜根拠＞行政評価条例

＜根拠＞

行政評価条例（平成１９年６月施行）

評価制度の確立のため，政策評価や事務
事業評価をはじめとする７つの評価制度につ
いて基本的な事項を定める

①政策評価

②事務事業評価

③公共事業評価

④交通事業事務事業評価

⑤上下水道事業経営評価

⑥学校評価

⑦外郭団体経営評価
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２．政策評価と事務事業評価

• 政策評価：目的の達成状況を評価

政策

施策

事務事業

基本的な方向

具体的目的

手段

・事務事業評価：手段の適切性（効果・効率）を評価
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京都市版行政評価システム

政策評価
（政策・施策を対象）

事務事業評価

企画

事業管理 人事管理

財務管理

行政管理活動が統一した目標に向かって連携
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３．京都市の政策評価に関する取組経過

• 平成15年度：試行

• 平成16年度～：本格実施

• 平成19年6月～：行政評価条例施行

• 平成23年度～：

「はばたけ未来へ！京（みやこ）プラン（京都
市基本計画（第2期）」に対応した評価の実施
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政策評価 毎年度の実施スケジュール

５～６月 市民生活実感調査の実施・集計

５～８月
政策評価（施策の評価案，政策の評
価案）の作成

９月～１０月 市会報告，政策評価結果の公表

１２月～３月
政策評価委員会
（評価結果，制度改善等の審議）
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政策（2７項目）

施策（１１４項目）

京都市基本計画「はばたけ未来へ！京プラン」をベースとする

４．政策評価の対象

市民参加により策定

京都市基本計画
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「はばたけ未来へ！ 京（みやこ）プラン（京都市基本計画）」

計画の位置付け～どのような計画か～

■ 平成２３年度から１０年間の都市経営の基本となる計画

■ 単なる「行政計画」ではなく，市民と行政が共に

汗を流して協働する「共汗型計画」

■ 政策の優先順位を明確にし，目標への筋道を示す「戦略
的な計画」

・ ６つの未来像・１１の重点戦略・２７の政策分野

・ 行政経営の大綱

・ 重点戦略や行政経営の大綱を着実に実行するための個別具体的な事業や

スケジュール，目標等を明示した「実施計画」を平成２４年３月に策定
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政策体系の例

２７政策
例）１ 環境

１１４施策

例）

政策

施策

０１０１
自然環境とくらしを
気遣う環境の保全

０１０２
低炭素型のくらしや
まちづくりの実現

０１０３
ごみを出さない
循環型社会の構築

施策 施策
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５．評価の手法

◇客観指標評価（5段階評価）

統計数値等の客観的な数値を基にした

政策・施策目的の達成状況

◇市民生活実感評価（5段階評価）

市民の生活実感についてのアンケート

◆総合評価（5段階評価）
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指標＝数値化

客観指標

◇政策・施策それぞれの目標に対応
させて設定

◇指標の性質に応じ，目標達成度，年
次推移，全国との比較などで評価

◇目標達成度等によって，５段階
（ａ～ｅ）で評価
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客観指標の例（環境分野）

◇政策 １ 環境

◇施策 ０１０３
ごみを出さない循環型社会の構築

温室効果ガス排出量削減率（％）

本市が受け入れるごみ量（トン）

一人一日当たりのごみの排出量

エネルギー消費量削減率（％）

ごみ焼却量

ごみ１トン当たりの発電量
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客観指標の例（政策・本市が受け入れるごみ量）
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客観指標の例（施策・一人一日当たりのごみの排出量）
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市民生活実感調査

◇調査
・２０歳以上の市民３,０００人
住民基本台帳から無作為抽出（外国籍市民を含む）

・郵送により調査票を配付及び回収（無記名）

◇回答状況

アンケート調査により市民の生活実感を把握

有効回答数 回収率

２９年度 １,０６９ ３５.６％

２８年度 １,０８２ ３６.１％

２７年度 １,１２４ ３７.５％
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市民生活実感調査

◇設問（１３０問）
京プランの「みんなでめざす１０年後の姿」に対応

＜例＞
①京都の子どもたちは，山紫水明の自然環境を
かけがえのないものと実感している。

②「きれいな空気，清らかなまち」など，よい環境が
保たれている。

◇回答
問いに対して，下記の５段階から一つ選択
ａ：そう思う ｂ：どちらかというとそう思う
ｃ：どちらとも言えない
ｄ：どちらかというとそう思わない ｅ：そう思わない
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市民生活実感調査

◇評価方法
回答を点数化し，５段階（ａ～ｅ）で評価

① 総回答数のうち，無回答のものを除き，これを有効
回答数とする。

② 各回答について点数を乗じ，それらの合計を有効
回答数で除したものを施策の合計点とする。

２点 ａ：そう思う

１点 ｂ：どちらかというとそう思う

０点 ｃ：どちらとも言えない

－１点 ｄ：どちらかというとそう思わない

－２点 ｅ：そう思わない
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市民生活実感調査

＜算出例＞

３７×２＋９３×１＋８１×０＋２８×（－１）＋２０×（－２）
＝ 合計点 ０.３８２

２５９

③ 合計点に応じ５段階で評価

そう思う どちらかという
とそう思う

どちらとも言え
ない

どちらかという
とそう思わない

そう思わない 無回答 総回答 有効
回答

２点 １点 ０点 －１点 －２点 － － －

３７ ９３ ８１ ２８ ２０ ２３ ２８３ ２５９

区分 数 値 評 価

ａ ０.８以上 大変良い状況にある

ｂ ０.３を越え ０．８未満 やや良い状況にある

ｃ －０．３以上 ０．３以下 （状況は）どちらとも言えない

ｄ －０．８を越え －０．３未満 やや悪い状況にある

ｅ －０.８以下 大変悪い状況にある
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評価の手法（例示）

例
示
「
自
然
環
境
と
く
ら
し
を
気
遣
う
環
境
の
保
全
」

客
観
指
標
評
価

・目標値
60,000台

・最新数値
62,187台

・達成度
103.6％

市
民
生
活
実
感
評
価

・客観指標（例）
「エコカーの普及台数」

・評価方法
当該年度の目標台数に

対する達成度
ａ：80％以上
ｂ：60％以上～80％未満
ｃ：40％以上～60％未満
ｄ：20％以上～40％未満
ｅ：20％未満

・設問（例）
「きれいな空気，清らかな
川，静かなまち」など，
よい環境が保たれている

・回答
ａ：そう思う
ｂ：どちらかというとそう思う
ｃ：どちらとも言えない
ｄ：どちらかというとそう

思わない
ｅ：そう思わない

・有効回答
546

・内訳
ａ： 56 （10.3％）
ｂ： 254 （46.5％）
ｃ： 144 （26.4％）
ｄ： 63 （11.5％）
ｅ： 29 （ 5.3％）

総合評価

二つの評価の
結果を基に，
Ａ～Ｅの５段階
で評価

Ａ

評価結果

ａ

評価結果

ｂ
※例示のため，評価の

過程を簡略化して記
載しています

Ⓒ2019 Kyoto City 20



６．政策評価の結果（平成２９年度）

• 総合評価結果一覧

Ａ
十分に

達成

Ｂ
かなり

達成

Ｃ
そこそこ
達成

Ｄ
あまり
達成され
ていない

Ｅ
達成され
ていない

計

政策 ８ １６ ３ ０ ０ ２７

施策 ３２ ５７ ２３ ２ ０ １１４

評価結果や基準は，ホームページなどで公表

Ⓒ2019 Kyoto City 21



７．京都市政策評価委員会

◇委員構成
７名（有識者５名，市民公募委員２名）

◇委員会の役割
・ 政策評価制度の充実に向けた提案
・ 政策評価の手法についての助言及び提案
・ 自己評価の方法及び実施過程への助言

委員会からの意見を参考に，翌年度に向けた
政策評価制度の充実や改善を行う。
※委員会意見は，評価の方法に対しての意見であり，

評価結果の妥当性等の第三者評価を行うものではない
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